
今年のモニタリング計画案 

KEK 岩瀬広 

ふくしま再生の会 活動報告会  
  2013/2/22 於東大農弥生講堂アネックス 

（１） 移動サーベイによる線量地図の作成について 

（３） 放射能の移動と下流域への影響について 

（２） 定点測定と線量の減衰について 



（１） 移動サーベイによる線量地図の作成 

文科省による航空機サーベイ 

・航空機サーベイは、広範囲の線量地図や全体傾向の把握に特に優れる 
 
・車、バイク、徒歩などの地表移動サーベイは、分布の詳細が明らかになる 



5インチNaI車載測定器 
・GPS+線量+スペクトル 
・車載用 
・AC駆動 
                (KEK) 

2インチNaIモバイル測定器 
・GPS+線量+スペクトル+ベクレル 
・車載、バイク、徒歩 
・12V (鉛バッテリー) 駆動 
                   (KEK) 

1インチNaIアロカロガー 
・GPS+線量 
・車載、バイク、徒歩 
・乾電池、バッテリー駆動 
         (再生の会) 

GPSガイガー 
・GPS+線量 
・車載、バイク、徒歩 
・乾電池、バッテリー駆動 
         (再生の会) 

移動サーベイ用測定器 

2インチNaI車載測定器 

3インチNaI車載測定器 



 



 



 



 



（２） 定点測定と線量の減衰について 

再生の会による飯舘村内定点モニタ設置場所 
 

佐須滑K宅 

佐須滑A宅 

東北大惑星観測所 

いちばん館 

いちばん館にモニタ設置時の風景 

いちばん館内（窓のそば）の線量減衰 

次のモニタ設置場所を検討中 

目的 
・ 線量減衰の現状と将来の予測 
・ 除染効果の確認 



過去のデータより見るセシウム137の自然減  
（核実験由来による日本の土壌中セシウム量の時間変化） 

新版 生活環境放射線（国民線量の算定）  
平成23年12月 原子力安全研究協会 

・減少は半減期と大きくは変わらない 
・福島で雨風による流出が期待できるのか 



自然減による線量の減衰 

Dtotal   =   D134 + D137   ∝   Γ134 Ao134e
-λ134t   +   Γ137Ao137e-λ137t  =   Γ134 λ134No134e

-λ134t   +   Γ137λ137No137e-λ137t 

 
Γ   1㎝線量当量換算係数                                   T1/2  半減期 (s) 
Ao  t=0での放射能 (1/s)                                       t   経過時間 (s) 
λ   崩壊定数 （=ln2/T1/2） (1/s)                            No   t=0での原子数    
 

Ao134 = Ao137 の場合、Dtotal ∝ Γ134 e
-λ134t + Γ137e

-λ137t  を得る （t=0は2011/3/15） 
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初期放射能Ao134 = Ao137 
として計算 
 
この場合 
3年で1/2 
5年で1/4 
15年で1/5 
30年で1/7 
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飯舘村の現状 
再生の会モニターより  

佐須滑K いちばん館 

・ 自然減の曲線は傾きだけの比較 
・ 線量減衰は半減期と違いがみられる 
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飯舘村の現状 
 （伊丹沢 行政区による測定） 

データ欠落 

2011年度の雪 

・ 2011年度の雪の後からデータが安定している 
・ 線量減衰はセシウムの半減期に近づきつつあるか 



・ 定点測定として、大変貴重なデータである 



比曽の線量の減衰 
（飯舘村の測定） 



飯舘村モニタリングセンターへ集約 

測定値はすべて 

・ 原発事故の記録 
・ 線量地図の定期測定と評価、線量管理へ 
・ 除染対策への応用 
・ 測定データの総合解析と将来展望 



（３） 放射能の移動と下流域への影響について 

 「土壌中放射性セシウムの広域評価」 研究プロジェクトの発足 
 
    宇都宮大学、東京大学、明治大学、KEK、ふくしま再生の会、（協働社？） 
  
     ・ 放射性セシウムの現存量ならびに移動量を広域に評価する 
       （セシウム汚染地図作成と、その時間変動・予測を、測定と土壌物理モデル両面から取り組む） 
 
     ・ 線量減衰を、セシウムの総量、その移動量、自然減衰から総合的に理解する 
 
     ・ 飯舘の除染と下流域への対策に役立てる 

セシウム汚染地図 


